あとがき by 渋谷 健
あ　と　が　き
　48巻5号が予定通り9月に発行される．当然のこと
ながら喜ばしい限りである．
　さて，本号は巻頭言に本年5月まで全国医学部長・病
院長会議会長を務められた千葉大学医学部長村山智教授
の「花散る中で（原三郎先生の思い出）」と題した玉稿
を掲載することができた．村山教授は昨年夫人に先立た
れたが，ひたすら公務に精励された複雑な心境，また，
この度無事公務を終えられたことなどの諸々を表題に託
されたものと思えてならない．殊に，本誌のために学問
を愛した故原三郎名誉教授の在りし日を彷彿とさせる思
い出を語っていただけたのは，いかにも村山教授らしい
御配慮で感謝に絶えない．
　想えば，東京医大誌の発刊は昭和初期にさかのぼり，
医専の時代，原先生を中心とする東医新聞の学術欄に本
学で行った研究の中から優秀な論文を選び，広く紹介す
べく，全文掲載を行ったのがはじまりときいている．第
二次世界大戦後の混乱，かつ紙不足の中，本誌を復活さ
せたのも原先生の御努力で，当時復員して本学に帰任さ
れた伊能秀記（昭和14年卒・外科・薬理），高岡松雄（昭
和13年卒・法医・故人）両博士らの情熱の賜である．更
にその後，佐藤文一名誉教授（法医学・故人）が長い間
編集一切を引き受けられ，本誌の基礎を固められ，本学
に許可された大学院での学位論文審査に貢献されたこと
は云うまでもなく，旧制学位制度の廃止に際し投稿され
た膨大な論文を掲載し，審査を無事終えることができた
功績は多大である。
　本5号を通覧しながら「毎日休まず研究・勉学に努め
よ．評価は他人に委ねよ」と諭された恩師の言葉をふと
思い出した．「教育者は自分を愛し，人を愛する心掛け
こそ大切である．教育も研究も忍耐と誠意に加え，たゆ
まざる探求心なくして成功は覚束ない」と語っておられ
るように思えてならない．
　本号は相馬広明名誉教授推薦のP・カウフマン博士
（ドイツ）の総説を得，また年々厳しくなってきたレフ
リーの判定を経て原著10篇，症例報告5篇を掲載する
ことができた．今後ますます本誌発展のために会員各位
が競って注目される素晴らしい論文を投稿され，本学に
おける研究成果の質的向上に貢献されることを祈って止
まない．　　　　　　　　　（8月1日，渋谷　健記）
幹事会要旨（平成2年7月）
L　第125回医学会総会が生理学（一），外科学（三）
　　教室の当番で平成2年6月8日（金），9日（土）
　　の両日，特別講演2題，一般演題86題で開催され
　　た報告があった．
2．臨床懇話会開催報告並びに定例委員会の報告があっ
　　た．
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．
5．
6．
第15期会員の推薦のための学術研究団体の登録申
請を日本学術会議にしたことが報告された．
補欠評議員2名が承認された．
英文の校閲を依頼するバロン客員教授の身分を「東
京医科大学雑誌英文校閲者」とすることが決定し
た．
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